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【人口と就学前児童の動向】～ “子育て世代の多いまち・かわさき” ～

本市の人口は、転入超過を主要因とした人口増の傾向が強まっており、平成20年度までの

3年間は約2万人の増加、平成21年度は、1万4千人を超える人口の増加が続いています。

首都圏近郊の大都市は、人口増加率が高い傾向にあり、その中でも、特に本市の人口増加

率は、非常に高い水準にあります。

また、平成19年以降には、出生数が約1万4千人台で推移していることから、就学前児童

数も、平成22年4月には8万人を超え、今後もしばらくは増加傾向にあります。

本市の人口構成は、男女ともに20歳から40歳代が多く、若い“子育て世代の多いまち”と

しての特徴を持っています。

第�章　

1 本市の社会状況

子育てを取り巻く状況

Ⅰ 総　論

人口と就学前児童数の推移

（「川崎市町丁別年齢別人口」より）
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川崎市の人口ピラミッド（H17国勢調査）

年齢3区分別人口構成（平成22年4月）

（「川崎市町丁別年齢別人口」より）

（「川崎市町丁別年齢別人口」より）

第 �章　子育てを取り巻く状況
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【人口の自然動態】　～ 1万4千人台の出生数の推移　～

わが国は、既に多くの都道府県・市町村で、人口が自然減少をしています。

こうした中、本市の人口の自然動態（出生と死亡による差）は、これまで1万3千人台で推

移していた出生数が、平成19年以降は、1万4千人台で推移しており、約5千人の人口の自

然増が続いています。

また、本市の出生率は全国的に見ても高い水準にありますが、合計特殊出生率が、大都市

においては低い傾向にあることからも、他の大都市と同様に全国平均を下回っています。

Ⅰ 総　論

（「川崎市の人口動態」及び「川崎市健康福祉年報」より）

出生率と合計特殊出生率の推移
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これは、大都市には20歳から30歳代にかけての人口が多く、こうした年齢層における未

婚率の上昇や晩婚化が大きな要因と考えられます。

第 �章　子育てを取り巻く状況

20~30歳代の未婚率の推移（男） 20~30歳代の未婚率の推移（女）

婚姻率の推移平均初婚年齢の推移

（「国勢調査結果」より）

（「川崎市健康福祉年報」より）
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【人口の社会動態】～ “若い世代”を中心とした人口の移動 ～

本市の人口の社会動態（転入と転出による差）は、平成19年以降に約11万人が転入してい

るのに対して、転出が約9万7千人で推移しているため、1万人を超える人口の転入超過（社会

増）が続いています。

また、年齢5歳階級別の社会動態を見ると、特に20歳から30歳代の転入と転出が多くなっ

ており、若い世代を中心に人口が移動している傾向があります。

Ⅰ 総　論

（「川崎市の人口動態」より）

転入と転出の推移

本市の社会動態（平成21年）
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区別の社会動態を見ると、平成21年は宮前区を除く、すべての区で転入超過の傾向にあり

ます。

また、自然動態と合わせた、人口増減は、平成19年以降すべての区において人口増となっ

ています。

第 �章　子育てを取り巻く状況

（「川崎市の人口動態」より）

区別の出生数と社会動態（平成21年）

区別の人口増減の推移



12 ｜　第 2期川崎市保育基本計画

Ⅰ 総　論

2 家庭の状況

【家族の構成】～ ひとり暮らし世帯や核家族世帯の増加 ～

本市では人口の増加とともに、世帯数も増加していますが、世帯数の増加率が人口の増加

率を上回ることから、平均世帯員数が減少を続けています。

また、家族の構成については、ひとり暮らしの単独世帯が増加している一方で、夫婦のみ

の世帯や夫婦と子の世帯などの核家族世帯も増加しています。

一般世帯の家族類型別の推移（H17国勢調査）

川崎市の人口・世帯数と平均世帯員数

(「川崎市の世帯数・人口」及び「国勢調査結果」より)
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第 �章　子育てを取り巻く状況

区別に見ると、市の平均世帯員数を下回るのは、川崎区、中原区、多摩区となっており、

ひとり暮らしの単独世帯が多い区となっています。

また、一般世帯に占める核家族世帯の割合は幸区、高津区では5割を、宮前区、麻生区で

は6割を超えています。

区別の人口・世帯数と平均世帯数（H21）

区別の一般世帯の家族類型別（H17国勢調査）

(「川崎市の世帯数・人口」及び「国勢調査結果」より)
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【就労の状況】～ 共働き世帯の増加と女性の労働力の変化 ～

本市に住む世帯の就労の状況として、夫婦とも就労している共働き世帯の割合は上昇傾向

にあり、女性の労働力率の推移から、結婚や出産を機に仕事を離れ、再び就労することを示

すＭ字カーブが年々浅いＭ字に移行しており、結婚・出産後も就労を継続する女性は増加し

ている傾向にあると言えます。

Ⅰ 総　論

共働き世帯の推移（H17国勢調査）

女性の年齢別労働力率の推移

(「国勢調査結果」より)
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区別に共働き世帯の状況を見ると、子どものいる世帯では、すべての区で夫婦ともに就労

する世帯が約4割となっています。

また、各区の昼夜間人口比率は、川崎区のみが、昼間人口が夜間人口を上回っていますが、

北部地域では、70％代と低くなっています。

本市においては、共働き世帯が増えているのに加え、市内に住み、市外に就労等にでる市

民が増えている状況にあります。

第 �章　子育てを取り巻く状況

区別の共働き世帯の状況【子どもなし】区別の共働き世帯の状況【子どもあり】

区別の昼夜間人口（H17国勢調査）

(「国勢調査結果」より)
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3 就学前児童の状況
　

【就学前児童の養育状況】～ 子育て支援サービスの利用ニーズ ～

本市の就学前児童の養育状況は、認可保育所に約19％、認可外保育施設等に約6％、幼稚

園に約30％となっており、それ以外の約45％の児童が在宅等で養育される児童となってい

ます。

＜本市の就学前児童の養育状況＞

注1) 認可保育所入所児童数は、平成22年4月1日現在の市内在住の入所者数(こども本部調べ) 
注2) 認可外保育施設等入所児童数は、平成21年10月1日現在の利用者数(こども本部調べ)
注3) 幼稚園児数は、平成22年5月1日現在の市内在住の入所者数(こども本部調べ) 
注4) 在宅児童数は、就学前児童数から認可保育所入所児童数、認可外保育施設等入所児童数、 幼稚園児数を差し引いた数
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Ⅰ 総　論
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認可保育所の入所状況の推移就学前児童数と出生数の推移

＜本市の保育所入所状況の推移＞※出生数は当該年の1月~12月の数です。

【保育所の入所状況】～ 就学前児童の増加と保育ニーズの高まり ～

本市では人口の増加に伴い、就学前児童数が増えており、子育てを取り巻く環境の変化や

景気の動向、本市の社会動態の影響、親の意識の多様化などの様々な状況から、認可保育所

の利用を希望する方が増えています。

こうした、保育需要に適切に対応するため、これまでも大幅な保育受入枠を拡大してきま

したが、待機児童数が増加傾向にあります。

第 �章　子育てを取り巻く状況
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保育所利用申請状況の推移

【保育所の利用申請状況】～ 1歳児からの保育所利用申請への対応 ～

本市では、保育所の利用申請者数の増加に適切に対応するため、認可保育所の整備等によ

る大幅な保育受入枠の拡大を図っています。

利用申請者数を年齢別で見ると、育児休業制度の普及等に伴い、1歳児からの保育所利用申

請者数が増加傾向にあります。

Ⅰ 総　論

※比率は就学前児童数に対する比率

(こども本部調べ)
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＜保育所利用申請者数の推移（年齢別）＞
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認可保育所の入所状況（平成22年4月）

第 �章　子育てを取り巻く状況

また、認可保育所の定員は、年齢別で設定されており、新設の保育所以外では、各年齢と

も継続して入所する児童との差が、新たに利用申請者を受け入れるための保育受入枠となり

ます。

このため利用申請の多い1・2歳児については、定員を超えて児童が入所しているにも関わ

らず、利用申請者数が入所児童数を上回る状況にあります。

(こども本部調べ)

＜認可保育所の入所状況（年齢別）＞

平成22年4月
※比率は就学前児童数に対する比率
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入 所 児 童 数

（ 比 率 ）

待 機 児 童 数
（ 比 率 ）
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認可保育所

幼稚園

地域子育て
支援センター

認可保育所 幼稚園 地域子育て支援センター

Ⅰ 総　論

【保育所等の設置状況】～ 子育て家庭のライフスタイルと利用ニーズ ～

就学前児童については、主に、両親が就労等をしている家庭では、低年齢（0歳から2歳）

児から認可保育所を利用しています。

また、在宅等で子育てをする家庭では、低年齢（0歳から2歳）児は、地域子育て支援センター

等を利用、3歳児以上からは、幼稚園も利用しています。

これらの施設等は、社会福祉法人、学校法人、NPO法人や株式会社など多様な主体によっ

て運営がなされています。

＜区別の施設数等＞

＜運営主体別の施設数等＞

注1) 認可保育所の施設数等は、平成22年4月1日現在（こども本部調べ） 
注2) 幼稚園の施設数等は、平成22年5月1日現在（こども本部調べ） 
注3) 地域子育て支援センターの施設数は、平成22年4月1日現在（こども本部調べ）
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第 �章　子育てを取り巻く状況

【保育所等の利用ニーズの状況】～ 保育所等の利用ニーズの多様化 ～

子育てを取り巻く環境が変化する中、就学前児童を養育する家庭のライフスタイルや親の

価値観は多様化しており、就学前児童の保育所等の利用ニーズも多様化しています。

これらの多様なニーズや子どもを取り巻く社会的な問題に適切に対応するためには、利用

を選択する親の視点や次代を担う子どもの育ちの視点に立って、子ども・子育てを社会全体

で支える取組を推進していくことが求められています。

※数値は、H22.4現在の数値

＜就学前児童の保育所等の利用ニーズの動向＞

◆認可保育所 (161園：定員14,675人）
入所児童：１５,４３５人

保育に欠ける児童 保育に欠けない児童

申請
18,032人

◆おなかま保育室
14か所　333人
        （入所児童）

◆かわさき保育室
11か所　217人
        （入所児童）

不承諾

◆認定保育園 ４５園

申し込み 申し込み

◆家庭保育福祉員
１９人　６３人
　　（受入れ児童）

＜認可保育所に申請した児童：３９４人＞

＜認可保育所に申請しない児童：１,０４５人＞

保育に欠ける児童（援護対象児童）
保育に

欠けない児童

保育に欠ける児童

保育に欠けない児童

不
承
諾

◆幼稚園（86園：在園児童23,382人）
市内在住の児童 ２４,０３３人
（※H22.5.1現在の数値）

申し
込み

不
承
諾

申請不
承
諾

就学前児童数 ８０，０１２人

一時保育：３２園

預かり保育：６６園

＜認可保育所に申請した児童＞

＜認可保育所に申請しない児童＞

地域保育園 １１５園

◆地域子育て
支援センター

（38か所）

利用

在宅児童 ３６，０４７人

待機児童対策

利用

不定期・
短時間・
就労希望等


